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総 論 

 

１ 策定の趣旨 

 

 長岡京市の水道事業は、昭和 38 年の給水開始以来、安全で安心な水道水を安定し

て供給するため、市の発展とともに拡張事業を行ってきました。 

 この間、地下水汲み上げ量の適正化と二元水源の確保のため、平成 12 年から府営

水道の受水を開始しました。しかし、その一方で、新たに多額の受水負担が生じ、水

需要の減少と相まって事業経営は非常に厳しい状況に陥りました。加えて、創設期か

ら拡張期に整備された施設の更新や耐震化など、取り組むべき課題が山積していたこ

とから、平成 17 年 2 月に「長岡京市水道事業経営改善計画」を策定し、水道事業経

営の健全化に取り組みました。また、平成 21 年 6 月には水道事業を取り巻く環境が

大きく変化するなか、水需要が年々減少し料金収入が伸び悩む中での老朽化した施設

の更新や再構築、地震など災害への備えなど、課題を解決するため「長岡京市水道ビ

ジョン（平成 22～31 年度）」を策定し事業運営を行っています。この計画期間は間

もなく終了しますが、将来にわたり、安定して供給を行っていくため、次期のビジョ

ンを打ち出し、事業を継続して着実に行っていく必要があります。 

 一方、下水道事業は、汚水事業で、「京都府桂川右岸流域関連長岡京市公共下水道

事業」として、昭和 49 年 10 月に事業認可を得て着手し、昭和 54 年から供用を開始

しました。その後、集中的に面的整備を行い、現在ではほぼ完了しています。今後は、

ストックマネジメント計画に基づく施設の維持管理や更新を計画的に行い、衛生的で

快適な下水道環境を維持していく必要があります。雨水事業では、浸水被害の多いと

ころから局地的に整備を行ってきましたが、昭和 60 年 12 月に事業認可を追加し、

23 の排水区に分け整備を進めているところです。しかし、近年は、記録的な集中豪

雨など、予測できない自然災害が発生していることから、その対応が求められていま

す。 

 また、事業運営面では、経営状況を明らかにするため、平成 29 年度から下水道事

業にも、地方公営企業法を全部適用し、公営企業会計による運営を行っています。こ

れにより、下水道事業単独での収支や資金の状況など財務状況が明確になりました。 

 

 このような中、総務省からの経営戦略の策定要請も踏まえ、現水道ビジョンの更新

に合わせて、下水道ビジョンも加えた「長岡京市上下水道ビジョン（経営戦略）」と

して策定しました。 
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２ 上下水道ビジョン(経営戦略)の位置づけ 

 

「第 4次総合計画」を最上位計画とし、厚生労働省の「新水道ビジョン」、国土

交通省の「新下水道ビジョン」及び総務省の「経営戦略」の策定方針を踏まえて策

定しています。 

 
 
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

長岡京市第 4次総合計画 

新下水道ビジョン

(国土交通省) 

平成２６年７月策定 

長岡京市上下水道ビジョン(経営戦略) 

【令和 2(2020)～令和 11(2029)年度】 

 

 

 

 

 

 

経営戦略策定 

(総務省) 

平成２６年８月要請 

新水道ビジョン

(厚生労働省) 

平成２５年３月策定 

水道事業 編 

(経営戦略) 

下水道事業 編 

(経営戦略) 
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３ 進行管理 

 

上下水道ビジョン(経営戦略)に掲げる目標の達成に向け、水道事業ガイドライン業

務指標、下水道維持管理サービス向上のためのガイドライン等の指標及び経営比較分

析表を踏まえ、毎年度ＰＤＣＡサイクルによる進行管理を行います。 

また、5年毎に上下水道ビジョンを見直すため、長岡京市上下水道事業審議会に諮

り、専門的な視点及び市民の視点から意見をいただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plan 
(目標の設定) 

Do 
(施策の実施) 

Check 
(事業の評価) 

Action 
(施策の見直し) 

公

表 

上下水道事業審議会 (中間チェック) 

意

見 
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